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2024年9月期売上状況

8,487
百万円

48.1%

連結売上高

17,631百万円

（2024年9月期）

3,919百万円

22.2%

5,236
百万円

29.7%

スチュワード事業

セントラルサービスシステム

セントラルホテルサービス

 食器洗浄・管理

（ホテル・レストラン・テーマパー
ク・病院）

 厨房清掃

 客室清掃

空間プロデュース事業

フードサービス事業

センダン

 食堂の運営

（従業員・学生寮）

 ホテルの朝食レストランの運営

 介護施設の食事提供

音響特機

 音響機器の卸販売

 会議システムやオーディオシステ
ムの卸販売
（イベント施設、会議室、商業施
設他）

東洋メディアリンクス

 防犯カメラ、AV機器等の販売・
保守
（銀行、一般法人等）

 BGM・香りのサブスク

Mood Media Japan

 BGM・映像によるブランディン
グ支援

※連結売上高は連結会社相互間の内部売上高を除いております

※連結売上高はセグメントに含まれないシェアードサービス事業を含んでおります

従業員数 5,386名
（うちパートアルバイト 5,122名）

従業員数 993名
（うちパートアルバイト 842名）

従業員数124名（３社計）

従業員数は2024年9月30日時点
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セグメント毎の売上高推移

コロナ禍で大きく打撃を受けた受託業務量および運営体制を、外部環境が改善する中、クライア

ントからの業務再開の要請や、インバウンド・円安・単価アップといった観光業界におけるフォ

ローを受けたことも幸いして、計画を上回るスピードでコロナ禍前の売上高水準を復調すること

ができました

スチュワード事業 フードサービス事業 空間プロデュース事業
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（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

※2019年9月期は、以降と同内容で比較するため
㈱ヤマト食品を除く㈱センダンのみの数値です
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連結財務指標の推移

当期純利益の大幅な伸びによって、ROE、EPSともに大きく伸長

（単位：百万円）

2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期 対前年差異

PL

売上高 10,883 14,832 17,631 +2,798

営業利益 ▲186 276 595 ＋319

経常利益 81 313 630 +316

当期純利益 102 230 429 +198

BS

現預金 713 807 906 +99

有利子負債 989 750 450 ▲300

純資産 2,168 2,346 2,674 +328

総資産 5,096 5,700 5,931 +230

CF

営業CF 282 471 605 +134

投資CF ▲8 ▲35 ▲53 ▲18

FCF 274 435 551 +115

財務CF ▲197 ▲373 ▲420 ▲46

ROE 自己資本利益率 4.8% 10.2% 17.1% ＋6.9pt

EPS 一株当たり当期純利益 20.63円 46.08円 85.90円 ＋39.82円
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全国各地の個人投資家説明会へ登壇しました

東京・福岡・札幌・大阪で行われた説明会に参加し、様々な地域の個人投資家の皆様にお会いすることができ
ました。会場参加のみならずWebによるライブ配信を組み合わせたハイブリッド開催もあり、多くの方に当社を
知っていただく機会をいただきました。成長戦略やリスクの捉え方などの具体的なご質問を多数いただき、株主
の皆さまが当社をどのように当社を見ていただいているのか、具体的な関心事の手応えの強い機会となりました。

事業トピックス／ESG取組み推進
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セントラルサービスシステム「Re＆Go®」専用潮見洗浄施設の開設と
「味わいフェスタ2024」洗浄パートナー契約の締結

事業トピックス

セントラルサービスシステムでは、繰り返し利用できる容器のシェアリングサービス「Re＆Go®（リーアンド
ゴー）」（NISSHA 株式会社・NECソリューションイノベータ株式会社）に、2023 年8月より容器の洗浄パート
ナーとして参画しております。サービスを実施する加盟店として参画しているスターバックスコーヒージャパン
株式会社での今後の利用拡大を鑑み、サービスの共同開発企業であるNISSHA 株式会社のもと、2024 年4 月に東京
都江東区潮見にて専用の洗浄施設を開設いたしました。
また、世界に誇る有名レストランやトップシェフによる新鮮で高品質な東京産食材を使った料理を味い、体験す

ることで「農」や「食」の多彩な魅力を発見するイベント、東京都主催の「東京味わいフェスタ 2024TASTE of 
TOKYO」に洗浄パートナーとして参加いたしました。
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体験型アートプロジェクションVRシアター コンテンツ企画・プロデュース提供

東洋メディアリンクスは、つくば国際大学東風高等学校が主催するラーケーション「ガチャフェス」（2024 年
9 月20 日（金）開催）にて、「体験型テクノロジーを活用して生徒たちに新しい学びと感動体験」をテーマとし
たアートの体験型プロジェクションVRシアター（TMLメディアアート）を、企画提案からコンテンツ作成、プロ
デュース、運営まで自社サービスで提供しました。
また、つくば国際大学東風高等学校と包括連携協定を結んでいる茨城県かすみがうら市と、市政の取り組みに

ある「働く方々にとっての快適さ・楽しさ・安らぎ」の空間についてディスカッションいたしました。様々な場
所に「遊び」を提供して活性化を促す本サービスを、当日は宮嶋謙市長にも参加体験いただき、意義と効果を感
じていただく機会となりました。

事業トピックス

はるかぜ
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ケアフード事業の拡大

センダンでは10月に４件のケアフード部門の事業所が開業、これまでの介護付有料老人ホーム、サービス付き
高齢者向け住宅の食事提供とは別に、クリニックにおける患者様向けの食事提供を開始いたしました。
より一層施設の利用者様や患者様に寄り添ったサービス提供を目指すべく、調理済食材を一部採用し、お客様

へ提供する料理の味のブレを無くし、衛生面・栄養面の改善、また効率面に基づき人手不足解消に貢献します。
今後もコントラクトフード事業、レストラン事業、さらにケアフード事業を強化することにより三本の柱にな

るべく事業を推進し、盤石な運営を目指します。

事業トピックス
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新規事業所開業 ダイバーシティ推進部を新設

2024 年10 月、セントラルサービスシステムは、
スタジアムシティホテル長崎様のスチュワード業
務を開始いたしました。スタジアムシティホテル
長崎様は、スタジアム併設の複合施設としてオー
プンした話題のホテルです。
このほか、当期においては年間で19 件のスチュ

ワード業務を新たにスタートいたしました。今後
もホテル業界の高稼働に備えて人材の確保や育成
に注力し、お客様のご期待に応えられるよう全社
一丸となって邁進してまいります。

多くのシニアや外国人人材が活躍するスチュ
ワード事業では、多言語マニュアル整備や、柔軟
なシフト体制、作業・衛生安全に配慮した研修や
コミュニケーションの強化等、労働環境の整備が
必要です。

CSSグループでは、この度新たにダイバシティ
推進グループを新設いたしました。より多様な国
籍、年齢の人材にも柔軟に対応でき、だれもが安
心していきいきと活躍できる職場づくりに取り組
んでまいります。

事業トピックス



有給休暇平均取得日数
産・育休取得率
※女性社員

産・育休復帰率
※出産女性社員 ※過去10年実績

（日） （％） （人） （ヶ国）

’22年
9末

’23年
9末

’24年
9末

’22年
9末

’23年
9末

’24年
9末

’22年
9末

’23年
9末

’24年
9末

’22年
9末

’23年
9末

’24年
9末

7.8 7.4 6.0 100 100 100
3/5

(60%)
1/11
(9%)

5/10
(50%)

67 77 82

連結従業員数
( ):うちパート･アルバイト

女性管理職比率
シニア従業員雇用率

※65歳以上

パート・アルバイト
永年勤続表彰者数

※10年･20年勤務者合計

（名） （％） （％） （名）

’22年
9末

’23年
9末

’24年
9末

’22年
9末

’23年
9末

’24年
9末

’22年
9末

’23年
9末

’24年
9末

’22年
9末

’23年
9末

’24年
9末

5,002
(4,521)

5,768
(5,223)

6,690
(6,106)

22.2 20.4 18.3 24.0 19.7 18.9 110 127 152
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連結人材指標の推移



お問い合わせ

株式会社CSSホールディングス 経営企画室

TEL 03-6661-7840

FAX 03-6661-7841

E-mail hld-info@css-ltd.co.jp

免責事項

本資料は、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資
料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を約束するものではありません。実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。


